























































































































































■ 日帰り　■ １泊　■ ２泊　■ ３泊　■ それ以上



















訪問回数 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
初めて 933 830 854 667 600
２回目 250 141 137 155 139
３回目 106 69 96 79 87
それ以上 292 250 283 231 269
サンプル数 1,581 1,290 1,370 1,132 1,095
リピーター率 41.0 35.7 37.7 41.1 45.2
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注
１）三木（2015）では「もともと，島々の抱える様々なハンディ
キャップを改善する目的の法律で，生活と産業の弱い島々を離
島振興対策実施地域として指定し，高率の国庫補助事業で電気
や水道，港湾や漁港，道路，空港，産業の基盤などの社会資本
を整備，医療や教育などの環境改善を図る根拠となってきた。」
と説明されている。
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